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概要：人気のあるマンガ作品はメディアミックス化され、アニメ、映画、ドラマ等映像作品と
なり親しまれている。出版指標によると年間の映像化関連作品の数は約160点であったと報告
されている。また、マンガの販売金額占有率は出版物全体（書籍・雑誌合計）の21.6％、販売
部数は35.8％と依然出版産業を支えるコンテンツとなっている。電子書籍ではマンガの市場規
模は524億円と全体の80％を占めている。このように人気のあるマンガであるが、公立図書館
のマンガに対する取扱は様々である。かつてはマンガであるというだけで公立図書館での収集
に否定的な見解が出されている時代があった。では、現代ではその意識は変わったのであろう
か。本研究では都道府県立・政令指定都市立図書館の収集方針を調査しながら、そこに書かれ
たマンガに関する取扱に注視し、公立図書館が抱えるマンガへの問題点を考察する。 
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１ はじめに・研究目的 
1.1 本研究の目的と意義 
マンガが教科書に掲載されたり1、政府からも注
目を浴びる234ようになった昨今、マンガ関連施設
の誕生、図書館ではマンガの収集及び提供が広が
り、マンガ専門図書館も開館している。 
マンガをいち早く資料として捉えた内記稔夫は、
「マンガを資料として残したい」という思いから、
1978 年に私立図書館として現代マンガ図書館を
設立した。現在では「明治現代マンガ図書館」と
してマンガの単行本や雑誌等約 18 万点が所蔵さ
れている。 
広島市では全国初となるマンガ専門の公立図書
館「広島市まんが図書館」が1997年に開館し、平 
成23年度では、まんが図書館では約100,000冊、 
 
†  京都精華大学マンガ学部 
あさ閲覧室では約54,000冊が収蔵されている。貸 
出状況は、まんが図書館422,887冊、あさ閲覧室
346,281 冊となっており、減少傾向にあるものの
利用が多い図書館となっている5。この他に公立の
施設として川崎市市民ミュージアム、北九州市漫
画ミュージアムがある。また、京都精華大学と京
都市との連携により京都国際マンガミュージアム
や、明治大学は2014年を目標に東京国際マンガ図
書館の開館を構想しており、その先行として米沢
嘉博記念図書館を開館している。中野は今までの
マンガに対する状況を鑑み、明治大学の構想にマ
ンガアーカイブ機能への期待を寄せている6。 
 このような状況下にあるマンガであるが、図書
館での対応は整っていない。雑誌掲載のみで単行
本化しないマンガもあるが、そのマンガが何巻何
号に掲載されていたか調べようとしてもデータベ
ースが未整備である。同様に初出の雑誌から単行
1
 本や文庫本等へ掲載される際に改変を行う作家も
いるが、図書館の蔵書検索では調べる術が無い。 
 国立国会図書館のマンガ雑誌収集も完ぺきなも
のではない7。更にポルノコミックについても収集
モレが確認されている8。 
また、公立図書館のマンガに対する取扱は様々
である。本研究では図書館の収集方針を調査しな
がら、マンガに関する取扱に注視し、公立図書館
が抱えるマンガへの問題点を考察する。 
 尚、近年、電子媒体の提供を行っている先行的
な公立図書館が存在しているが、今回の調査では
紙媒体のマンガの収集状況について取り上げ、電
子コミックについては除く。 
 
1.2 本研究の概要 
 本研究は以下の順にまとめる。 
 １ 研究目的 
 ２ 日本のマンガ市場 
 ３ 図書館の資料収集とマンガ 
公立図書館とマンガに関する論考 
 ４ 各図書館の収集方針の記載について 
 ５ 図書館のマンガに関する収集の課題 
 ６ まとめ 
 
 本研究では、まず近年の国内のマンガ市場につ
いて整理していく。次に、マンガに関する論考を
図書館界の言説を中心に追い、どのように公立図
書館がマンガを扱ってきたのか、現在の資料収集
方針に於いてマンガはどのように記載され、収集
されているのかを都道府県立図書館及び、政令指
定都市立図書館を調査対象とし、現状の報告と問
題点を述べる。 
 
２ 日本のマンガ市場 
出版不況と呼ばれる昨今、コミックス・コミッ
ク誌という販売方法のあるマンガ分野も例外では
無く、厳しい状況下にある。しかしながら、マン
ガの販売金額占有率は出版物全体（書籍・雑誌合
計）の21.6％、販売部数は35.8 ％となっている。
また、新刊点数（雑誌扱い・書籍扱い合計）12,021
点と依然出版産業を支えるコンテンツとなってい
ることが伺える9。（図1、2 『出版指標年報2012
年版』p237より作成） 
近年のマンガの売上に関して特筆すべきは『ONE 
PIECE』（尾田栄一郎、集英社）の売上部数である。
2012年現在までに67巻が刊行されており、新刊・
既刊の単行本の累計部数は4,000万部を突破して
いる10。 
図1コミックス・コミック雑誌推定販売金額 
 
 
図2コミックス・コミック誌推定販売部数 
 
紙媒体ではマンガの売上は減少傾向にあるが、
電子書籍市場ではマンガの売上は増加している。 
インプレスの調査結果によると、2010年度の電
子書籍の規模は650億円と推測されている。その
内マンガは524億円と約80％を占めている11。 
日本国内の電子書籍ダウンロードサイトである
eBookJapanでは、2012年上半期、最も読まれた電
子書籍BEST20を集計、発表している12。 
その中には、例えば『テルマエ・ロマエ』（ヤマ
ザキマリ、エンターブレイン）や『宇宙兄弟』（小
山宙哉、講談社）、『ちはやふる』（末次由紀、講談
社）等の 2011 年、2012 年にアニメ化や映画化さ
れた作品や『ゴルゴ 13』（さいとう・たかを、小
学館）や『ガラスの仮面』（美内すずえ、白泉社）、
『天は赤い河のほとり』（篠原千絵、小学館）等の
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 長年愛されているマンガ作品が上位にランクイン
している。 
この他にJコミは2011年12月より、絶版とな
ったマンガ作品に広告を付けて無料配信を行って
いる。これは違法流通を防ぎ、著者に広告から得
られた収入を渡すという仕組みになっている。 
また、人気のあるマンガ作品はアニメ、映画化、
ドラマ化というメディアミックスへの発展、小説
からマンガ化への展開も多く見られる。 
例えば、2011年度にアニメ化されたものとして
は『放浪息子』（志村貴子著、エンターブレイン）、
『日常』（あらゐけいいち、角川書店）、『夏目友人
帳』（緑川ゆき、白泉社）、『灼眼のシャナ』（作画：
笹倉綾人、原作：高橋弥七郎、キャラクターデザ
イン：いとうのいぢ、アスキー・メディアワーク
ス）等がある。 
テレビドラマ化では『JIN-仁-』（村上もとか、
集英社）、『鈴木先生』（武富健治、双葉社）、『らん
ま1/2』（高橋留美子、小学館）等がある。 
さらに映画化したものには『ONE PIECE』（尾田
栄一郎、集英社）、『モテキ』（久保ミツロウ、講談
社）、『けいおん!』（かきふらい、芳文社）等が挙
げられる。これらアニメ、ドラマ、映画等の映像
化関連作品は約160点であったと報告されている
13。 
 このようにマンガという表現方法で終わること
なく、あらゆるメディアを介して親しまれている
作品が存在していることが分かる。 
 
３ 図書館の資料収集とマンガ 
3.1 公立図書館とマンガに関する議論 
 様々なジャンルのマンガが登場するにつれ、マ
ンガを図書館で収集することについて議論がなさ
れてきた。 
 戸田はマンガと公立図書館の関係について歴史
を追いながら問題点を指摘している14。 
 徐は「長い間マンガはくだらないもの、低俗な
もの、読書への導入を妨げる悪書と位置付けられ
ていたため、教育機関である図書館は積極的な収
集、保存及び提供化なされていないのが実情であ
る。」と述べている15。ここでは、マンガと公立図
書館の議論について年代を追ってレビューする。 
 佐藤（1955）は、「遂々根負けして」、「一応この
程度のものなら」と数種類のマンガを否定的なが
らも購入した経緯を語っている。しかし、名作と
呼ばれる文学のマンガ化作品に触れた経験から、
マンガは「必ずしも禁止するばかりが最善の方法
ではなく、むしろ適当な選択と理解ある指導とに
従つて、欠陥や憂慮を除いて行きたい」と良書で
あれば検討するという趣旨を綴っている16。 
『公共図書館研究集会報告書 1959 年度』
（1960）は、1959年日本図書館協会が行った研究
集会、Ⅰ図書選択の諸問題という分科会において
「純然たる娯楽図書（漫画本、娯楽小説等）に対
する対策」と題した議論が交わされたことを報告
している。そこでは、「マンガは読書でない。」「最
近では漫画本をしめ出している。」「テレビの番組
を選んでみせることで漫画を駆逐することも方法
として考えられる。よりよいものを入れていくと
いう方向で、貸本屋との関連ということも含めて
さらに対策を考えたい。」とマンガを収集すること
に否定的な見解が多く出されていた17。 
また、同報告書には、分科会で石井桃子を招い
ての講演会を記録している。図書館員の議論には、
マンガを全て取り去るのは反対であるという意見
もあったが、「私も帰つたら漫画の廃棄を実行した
いと思つているところです。」「漫画に熱中するよ
うな子供は図書館に来てもらわなくてもよろし
い。」と当時のマンガは悪書であるという見解が強
調されていた。石井も「漫画は子どもたちのあた
まを伸ばすような要素がない。」と否定している18。 
『図書館雑誌』（1971）は児童奉仕の立場から公
立図書館とマンガについての座談会を掲載してい
る。ここではマンガに対して多少否定的に意見交
換がなされていたことが伺える19。 
 くろこ（1978）は、図書館にマンガは所蔵され
ている。しかし、所蔵するために「大変真面目な
議論がなされていることがあります。」またその議
論に図書館員は巻き込まれ、「良い本悪い本を一生
懸命に選別して」いると図書館の状況を批判して
いる20。 
 真木（1978）は、「文化センター的な役割を備え」
る図書館は「マンガは当然置かれてもよいもので
あると思う。」「現代社会においてマンガは一つの
文化であって、文化センター的な役割を備えた公
共図書館には、必需品といったところだろうか。」
3
 「一般的に軽視される傾向にあるマンガを、公共
図書館自体が積極的に導入するということは、図
書館を通じてマンガを社会にアピールするという
形にならないだろうか？」「優れたマンガを読ませ
ることができるのは、公共図書館以外にはないの
ではないだろうか？」と図書館にマンガを収集す
ることについて肯定的ながらも、「優れたマンガ」
と表現している21。 
 『公共図書館とマンガ－アンケート調査をもと
にして－』（1980）には名古屋市立図書館を中心と
した公立図書館のマンガ収集状況についてアンケ
ートをまとめている。また戦後からのマンガと図
書館の論争を年代を追って掲載している22。 
 前述した真木（1981）は自館でマンガを収集す
ることについて職員内部から上がった賛否両論を
紹介しながら、「不本意ながらも多数派の意見とし
て私たちの図書館に「マンガ」が置かれることに
なった。」と述べている。またこの議論から生まれ
た収集方針を記載している。以下簡単にではある
が紹介する23。 
 
1.ペーパーバックなもの、雑誌はなるべく避け、
原則としてハードカバーなものを購入する。 
2．エログロ、ナンセンスなものは購入しない。 
3．購入冊数－170～300冊 
また、予約は受け付けない。 
 
この文献では、図書館でマンガを収集すること
に否定派がいるものの、賛成派に押し切られる形
で収集に踏み切った図書館像が浮き彫りになって
いる。1978 年と 1981 年の真木の 2 つの文献を読
むと真木自身のマンガに対するユレが見え隠れす
る。 
『青少年の読書と資料』（1983）にはマンガは優
れた作品があるものの、悪書も多いと指摘してい
る。そしてマンガを読むというのは読書では無い
と線引きをしている。また「マンガへの興味は大
きいが、子供たちも、図書館はマンガでも何でも、
当面の興味のすべてにこたえてくれる所だとは思
っていない。」「図書館が市民にどのようなイメー
ジを定着させようとしているのか、更に図書館の
運営方針や政策や理念が何であるかを見極めた上
で、マンガの扱いはきめられるべき」とマンガを
収集する点にはやや否定的な見解を示している24。 
 宮田（1994）は｢マンガを一資料として図書館サ
ービス全体の中でどう位置付けるかが問題であ
る｣とし、そのための体制作りの重要性を訴えてい
る。また児童への配慮、YAサービスとしては雑誌
と同様に重要な資料群と位置付けること、成人に
対しては小説などと同等の位置づけが好ましいと
私論として述べている25。 
 星野（1994）は東京都内のマンガの所蔵状況調査
を報告している。ここには、同じ都内であっても
マンガに対する共通の認識が無い点、マンガを所
蔵することに消極的な理由として配架スペース、
予算等の理由が多い点を指摘している。また、こ
の調査結果では収集に否定的な意見として一部
｢教育的でない｣｢実用マンガはかえって内容の理
解を妨げる｣「暴力、性表現が選定基準に合わない」
「子どもが活字離れをする」という見解を示す図
書館司書がいたことが明記されていた26。 
 小谷（1994）は熊取町の図書館が基本計画の中
高生サービスの項目に「コミックスやポスター、
写真集などをいれていく」とした際に、文庫、読
書会に関わる人たちから反対の声があがったと述
べている27。 
楠本（1994）は、マンガを収集する図書館が増
えてはきているが、予算枠を十分に取っていなか
ったり、事務量が増えたり、亡失が増えるという
理由で予約を受け付けない図書館がある。また収
集しているマンガもどの図書館も似たようなもの
で、以前から代わり映えがしない点を指摘してい
る28。 
福永（1994）はマンガを収集している図書館は
マンガの特性に注視しているのではなく、利用者
からの要望や利用者層の拡大を目指している場合
が多いと指摘している29。 
『公共図書館とマンガ 第1集・第2集合冊版』
（1996）には、第1集で行ったアンケートと今回
の調査結果を比較し、10年以上前に行ったアンケ
ートに挙がっていたマンガタイトルとほとんど変
化がなかった状況を問題視している30。 
1999年発行の『みんなの図書館』では「図書館
でマンガを提供するには」という特集を組み、マ
ンガ肯定論を発している31。 
内藤（2001）はマンガを肯定的に取り、勤務す
4
 る藤沢市の図書館がマンガを収集するのは利用者
が要求するからであり、貸出を伸ばす、「客寄せ」
のためではないと述べている32。 
小林（2009）は広島市まんが図書館の状況を報
告すると共に、「厳しい財政状況で新刊書籍すら十
分購入できないため、マンガは購入しないとする
方針。」「何よりも網羅的に収集できない選書の難
しさ」が公立図書館でマンガを収集できない要因
の一部であると述べている33。 
1950 年代以降のマンガと図書館に関する文献
を取り上げてきたが、長年に渡りマンガは図書館
内、または市民団体等から否定的に扱われてきた
経緯がある34。その背景には1950～1960年代には
マンガの提供を児童サービスと捉えてきた経緯や、
様々なジャンルのマンガが発表される中で、マン
ガ＝悪書というレッテルがある35。1990 年代頃か
らは公立図書館にマンガを収集することについて、
肯定的な意見が多く見られるようになった。その
ような状況下、公立図書館でのマンガの捉え方に
変化はあったのだろうか。4 項では図書館の資料
収集方針とマンガについて考察をする。 
 
3.2 図書館の資料収集とマンガの関係 
図書館法第1章総則第2条には図書館の定義が
明記されている。その中には「この法律において
「図書館」とは、図書、記録その他必要な資料を
収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供
し、その教養、調査研究、レクリエーション等に
資することを目的とする施設（以下略）」とあり、
図書館が収集すべき資料は「教養、調査研究、レ
クリエーション等」とされている。 
また、第3条1には「郷土資料、地方行政資料、
美術品、レコード及びフィルムの収集にも十分留
意して、図書、記録、視聴覚教育の資料その他必
要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式
その他人の知覚によつては認識することができな
い方式で作られた記録をいう。）を含む。以下「図
書館資料」という。）を収集し、一般公衆の利用に
供すること。」と収集対象となる資料を表わしてい
る。 
第3条1にある郷土資料とは、『図書館ハンドブ
ック第6版補訂版』（日本図書館協会、以下JLA）
によると、1．地方行政資料、2．地域内出版物、3．
地域関係資料、4．郷土資料（歴史資料）、5．国際
関係資料などに大別されている。この論考で取り
上げるマンガを郷土資料と位置付ける場合、「2．
地域内出版物」に該当する地域関連の著者の作品
であったり、「3．地域関係資料」である地域がテ
ーマとして取り上げられている資料として扱うこ
とが考えられる36。 
また、マンガは図書館法第1章総則第2条にあ
るように「教養、調査研究、レクリエーション」
に必要な資料と捉えることも可能である。 
また、『図書館ハンドブック第6版補訂版』には
児童書の図書選択という項目の中に「マンガであ
るという理由で選択の対象から外すべきではない。
マンガは今や日本が誇る文化になっている。マン
ガでしか表現できない質の高い作品や、子どもに
人気の高い作品、他に代わるものがない分野の作
品は積極的に選ぶとよい。」とマンガを評価してい
る37。 
さらに同書にはマンガの収集方法として、以下
のように記述している。 
 
出版点数は膨大なので、自館の利用層を見極め
て、その関心・心情にあった作品を集める。各
種の賞やマンガ情報誌・マンガ専門店のニュー
スなどが参考資料になるが、それぞれの傾向を
ふまえた参考にする。マンガ＝YA 資料といっ
たとらえ方でマンガを収集するのは、現在では
出版の現状にも利用状況にもそぐわない。成
人・児童の利用も多いので、内容によって判断
する。また人気作品は、雑誌掲載という大多数
のマンガの性質上、どうしても多巻ものとなり、
管理も難しくなりがちである、自館の蔵書規模、
予算も考慮して購入する必要がある。（中略）
文庫化された作品も多いので、その中から評価
の定まった作品を選んで入れてもよいだろう。
38 
 
このように図書館法にマンガに対する収集の根
拠を見ることも、JLA の見解として図書館がマン
ガを収集することに肯定的見解を示し、児童のた
めだけの資料ではないとしている。しかしながら、
小林（2009）によると、公立図書館でマンガの収
集に積極的では無い様子が伺える39。 
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４． 図書館の資料収集方針 
4.1 資料収集方針について 
「図書館の自由に関する宣言」（1979 年改訂）
第 1 章「図書館は資料収集の自由を有する」には
以下のように図書館の義務が記述されている。 
 
1．図書館は、国民の知る自由を保障する機関
として、国民のあらゆる資料要求にこたえなけ
ればならない。 
2．図書館は、自らの責任において作成した収
集方針にもとづき資料の選択および収集を行
う。その際、(1)多様な、対立する意見のある
問題については、それぞれの観点に立つ資料を
幅広く収集する。(2)著者の思想的、宗教的、
党派的立場にとらわれて、その著作を排除する
ことはしない。(3)図書館員の個人的な関心や
好みによって選択をしない。(4)個人・組織・
団体からの圧力や干渉によって収集の自由を
放棄したり、紛糾をおそれて自己規制したりは
しない。(5)寄贈資料の受入にあたっても同様
である。図書館の収集した資料がどのような思
想や主張をもっていようとも、それを図書館お
よび図書館員が支持することを意味するもの
ではない。 
3．図書館は、成文化された収集方針を公開し
て、広く社会からの批判と協力を得るようにつ
とめる。 
 
この宣言に基づき図書館では自館の目的に沿っ
た蔵書の形成や管理を行うために収集すべき資料
について基本的な考え方を明文化した収集方針を
作成している。また、近年広く一般市民に公開す
るためにインターネット上で公開するケースも増
えている。 
 
4.2 各図書館の収集方針の記載について 
 ここでは、調査対象とする図書館の収集方針が
インターネット上に公開されているか、またマン
ガについてはどのように明記されているかを調査
した。今回の調査対象は都道府県立図書館と政令
指定都市立図書館とした。調査期間は 2012 年 8
月14日～16日である。 
 尚、収集方針以外に要綱等で資料収集に関して
詳細があればそちらも明記した。また入念に調査
はしたが、モレがあればご寛恕頂きたい。 
 
4.2.1 都道府県立図書館の収集方針 
この項では、都道府県立図書館の収集方針の調
査結果を示す。調査結果は表1の通りである。 
インターネット上に収集方針が掲載されていた
のは30館であった。 
収集方針にマンガに関する記載があったのは、
30館中、12館であった。また、収集方針ではない
が、寄贈依頼やQ&Aにマンガに関して何らかの記
述が3館あった。 
これらを見ると、マンガまたはコミックは収集
対象外とすると明記しているのは、北海道、岩手
県（郷土資料は除く）、福井県、三重県（原則とし
て）、滋賀県（原則として40）、宮崎県（寄贈関係）
となっている。岩手県以外の5館は郷土関係著者
であっても認めないということになる。 
また、マンガに関しては「精選」や「厳選」等、
他の資料群よりもより慎重な記述がみられる。 
 
4.2.2 政令指定都市立図書館の収集方針 
 この項では、政令指定都市立図書館計19館の収
集方針の調査結果を示す。政令指定都市立図書館
の調査結果は表2に示す。 
 まず、インターネット上に収集方針が掲載され
ていた数は11館であった。またこの内、収集方針
を図書館ウェブサイトの見やすい位置に配置して
いたのは9館であり、残り2館は年報の中や事業
概要の中に記述されており、見つけにくい状態で
あった。 
調査結果を確認すると、川崎市ではリクエスト
には対応しないという記載、浜松市は収集対象外
となっている。また、収集対象とするも、「漫画作
品は作家、作品の社会的評価に留意」、「各賞受賞
作品」という選択方法が記述されていた。 
しかし、「マンガもひとつのジャンルとして収集
する」や広島市のようにマンガ専門図書館を設置
している場合もあり、図書館によって扱いが大き
く異なっている。 
 
4.3 収集方針 小考察 
6
  収集方針は公開し、意見を聞く必要がある。現
在のインターネット普及状況41を考えると、イン
ターネット公開が望まれる。また、その際には、
要綱や年報の中では無く、目につきやすい場所に
提示しておくべきであろう。 
 今回の調査結果より、マンガに関しては、収集
対象外とされたり、厳選するような記載がある。 
また、北海道立図書館のように、平成18年改正、
一般資料選定基準の収集対象外資料にコミックと
しながらも、「図書館未設置町村の図書館設置促進
や市町村立図書館の活動支援及び子どもの読書活
動の推進を目的とし」ている支援活動用資料（同
年改正）の資料選定基準には、「児童書：コミック
及び文庫については、内容を検討し、単行本とし
て販売されていないものを収集する。マンガ：(1) 
マンガを単に表現の手段としているものは、各主
題の選択基準により選択する。(2) コミックは内
容を検討して収集する。」と相反する記述がみられ
た42。 
郷土資料を収集する責務があるはずの公立図書
館であってもマンガ家の作品は別扱いされている。
マンガは文学等その他作品に劣るのであろうか。 
人気のあるマンガは貸出等の利用も多くなるこ
とは予測ができる。そうなると汚損や破損、紛失
等が考えられる。また巻数も増え、収集・整理・
保存には向いていない。更に紙や製本の精度が良
質ではない場合もあり、保存には向かないことは
理解できる。しかしながらそれを理由にマンガが
利用者への提供から排除されるべきではない。 
  
５．図書館のマンガに関する収集の課題 
マンガの「良書」とは何か？誰が何をもって一
定の評価とみなすのかが課題となる。いわゆる「18
禁」と言われる猥褻とみなされるマンガ以外であ
っても性的表現、暴力的表現を含むマンガはたく
さん存在している。また巻を重ねるごとにストー
リー性に変化も出てくる。それゆえ、リクエスト
は受け付けない、慎重な選書となるのであろう。 
例えば米国では、日本のマンガを翻訳・販売し
ていた TOKYOPOP 社ではレイティングシステムを
導入していた43。例を確認すると「言葉や暴力・
性的表現、肌の露出度」等の43の指標を設定し、
対象年齢を 6 歳以上、10 歳以上、13 歳以上、16
歳以上、18歳以上で分類し、図書館職員等が参考
できるようにウェブサイトに公開もしていた44。
しかしながら、これはあくまで出版社による指標
であり、閲覧や貸出の制限とはするべきでない。 
また、図書館の収集方針に書かれている「一定
の評価」といえども、判断基準の設定は難しい。 
例えば、文化庁メディア芸術祭マンガ部門、書
店員が中心となって選考を行うマンガ大賞、朝日
新聞社が創設した手塚治虫文化賞、宝島社が主催
する「このマンガがすごい！」大賞、各出版社に
よるマンガ賞等がある。また、アメリカでは、米
国図書館協会のヤングアダルト図書館サービス協
会は、「10代向けの優れたグラフィック・ノベル」
部門がある。日本のマンガもノミネートされ、2012
年には、森薫著『乙嫁語り』（A Bride’s Story）
と志村貴子著『放浪息子』（Wandering Son）がト
ップ10入りを果たしている。 
このような各賞を参考にしながら選書をおこな
うことも可能である。ただし、文学作品と比較す
ると、選択方法は異なる。文学作品は受賞作品、
一定の評価を得た作品のみが選択されている訳で
はない。また、「一定の基準」は図書館員の選書で
は無く「社会的評価」を基にした選書となる。今
まで公立図書館は全ての資料において社会的評価
を気にしながら選書を行っていたであろうか。 
しかし、この「社会的評価」なるものの明確な
指標などは存在しない。また「図書館の自由に関
する宣言」との整合性の説明もない45。 
都道府県立図書館、政令指定都市立図書館では
マンガに対して詳細な選定基準をインターネット
公開している図書館は無かった。そこで、今回調
査の対象外とした図書館の内、収集方針や選定基
準の中にマンガに対して明確な見解をしめしてい
る図書館を紹介する。 
例えば、調布市立図書館では、1994年「マンガ
資料収集についての選定基準」を策定し、マンガ
であるという理由で排除は行わない方針を発表し
た。また2004 年46、2012 年47に見直しが行われ、
新しい選定基準が発表された。選定基準の中で特
に注目すべき点を以下に記す。 
 
３ 選定の方針 
出版形態が多様であること、視覚的効果が高い
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 こと、幅広い年齢層が手に取れる資料であること
などを考慮し、次のような基準に照らして資料的
価値を重視した選定を行う。  
(1) 名誉市民である水木しげる氏に関する資
料は、マンガ資料担当と地域資料担当が連携し、
可能な限り収集する。そのほか、つげ義春氏など
調布市ゆかりの作家に関する資料や、調布市が舞
台となっている作品は、可能な限り収集する。 
(2) 日本のマンガ史上重要とされる作品、各
時代を代表する作品など、資料的価値の高いもの
を中心に選定する。  
(3) 原則として刊行がすでに終了しているも
のを収集対象とする。ただし、刊行が始まって１
５年経過し、すでに評価が定まっているものにつ
いては、刊行途中でも収集対象とすることができ
る。 
(4) 定評ある作家でも名前だけで選ぶことは
せず、個々の作品について選定する。  
(5) 映画資料コレクションとの関連を考え、
映画の原作になったものには留意する。  
(6) 演劇などほかの芸術領域に影響を及ぼし
ているものには留意する。  
(7) テレビアニメや、テレビドラマ等の原作
になったとしても、社会的評価や資料的価値と
直接結びつくとは言えないので、それだけで選
定の理由にはしない。  
(8) 最初に発表されたメディアの種類によ
って選定対象から除外することはしない。  
(9) マンガの視覚的な特性を考慮し、選定の
際は次のことに留意する。 
ア 暴力及び性表現の露骨なものは慎重に選
定する。  
イ 反社会的・非道徳的な事柄を扱っている
ものは慎重に選定する。  
ウ 人間や生命の尊厳を脅かすもの、人権侵
害・差別について配慮を欠くと認められるもの
については選定の対象から外す。  
(10) 分館では中央図書館で選定したものの
中から各館の状況に応じて収集する。  
 
４ 提供について 
(1) マンガ資料は児童・青少年の利用が多く
見込まれるため、資料の視覚的特性を考慮し、
暴力及び性に関する露骨な表現がある作品につ
いては、教育機関としての配慮から閉架に保存
することができる。ただし、この措置は、利用
対象の制限を意味するものではない。 
(2) 次の理由により、所蔵していないコミッ
クのリクエストは受け付けない。  
 イ レンタルコミック業界に対する著作権
者保護の動向には、図書館としても配慮が必要
である。そのため、リクエストや予約者の数を
購入の判断基準にはしない。  
(3) 上記４(2) イの理由により、コミックの
最新刊は、発売後最低１箇月以上経過してから
受け入れる。特に現在話題になっているものに
ついては、受け入れ時期について注意する。 
 
 前述の引用には省いたが、「2．収集の範囲」
の収集対象外となる資料には、「（イ）大人を対
象として、マンガという表現方法を用いている
実用書、コミックエッセイなど。ただし、特定
の主題を持つと考えられるものは、当該分野が
選定し、収集する。」と記述している。しかしな
がら、総記類を除いて主題を持たない資料は無
い。 
 「3．選定の方針」（9）では「マンガの視覚的な
特徴を考慮し」とあるが、マンガでなくても文学
作品でも同様であろう。 
2004年版と2012年版の収集方針を比較すると、
2004年版に記述されていた「刊行中のタイトルに
ついては、最近のレンタルコミック業界に対する
著作権者保護のための動向に配慮し、刊行終了後
に選定の対象とする。」及び、「次の賞を受賞した
もの、候補にあがったものには留意する。（以下
略）」とし、各賞が並べられていたが、削除されて
いる。ただし、2012年版にはリクエストや予約者
の数を購入の判断基準にはしない理由としてレン
タルコミック業界への配慮が挙げられている。ま
た、名誉市民である水木しげるや、つげ義春など
の地域にゆかりのあるマンガ家作品は可能な限り
収集すると郷土資料としての価値の比重が大きく
なっている。 
利用者からのマンガに対するリクエスト等が多
いためか、このようにマンガを収集対象とすると、
他の資料群よりも慎重な文言が並べられているよ
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 うにも感じる。更に注目すべきは原則として刊行
終了後に選定対象となっている点である。これで
は利用者のニーズとのミスマッチを起こすのでは
なかろうか。 
 次に、吹田市立図書館では、マンガ資料収集方
針及び選定基準を2008 年に新たに設けている48。 
 基本姿勢として、マンガを「大衆文化のひとつと
して確固たる地位を獲得したマンガ資料を一般的
な図書資料と同じように収集することは公立図書
館の任務である。」と謳っている。選定基準は、以
下の通りである。 
 
（選定基準）  
出版形態が多様であること、視覚的効果の高いこ
と、幅広い年齢層が手に取れる資料であることな
どを考慮して、次のような基準で選定する。  
(1) マンガで表現することによって、主題がよ
り理解しやすくなっているもの。  
ただし、児童向けの歴史マンガ・伝記マンガにつ
いては、絵があることで子どもに固定したイメー
ジを植え付け、理解を妨げる可能性があるので、
特に慎重に選定する。 
(2) マンガ関連賞受賞作品。および、定着した評
価を得ている作品や実績のある作家の作品  
《マンガ関連の賞》  
文化庁メディア芸術祭マンガ部門、手塚治虫文化
賞、日本漫画家協会、小学館漫画賞、講談社漫画
賞、国際漫画賞など。  
(3) 芸術性や大衆性ならびに時代性を兼ね備え
た作品。  
未完結の作品群にも目を向け、新しい作品や流行
の動向にも留意する。 
(4) マンガの視覚的特性を考慮し、内容、表現、
描写について、次の点に留意する。  
・過度の暴力的描写や性的描写が露骨なものは慎
重に選定する。  
・反社会的・非道徳的な事柄を扱っているものは
慎重に選定する。  
・プライバシーや人権の侵害にあたるおそれが有
ると認められるものは、慎重に選定する。 
 
 吹田市立図書館の場合では調布市立図書館では
削除されたが、マンガ関連の受賞作品は選書の評価
基準となるようである。大きな違いは未完結作品も
選書対象となる点である。利用者のニーズを考える
と、吹田市立図書館の方が合致しているように思う。 
図書館は予算配分に考慮しながら、利用者が今何を
求めているのかというニーズに目を向け、選択する
必要がある。その際、マンガであるからという理由
により、排除されたり、選書基準が厳しくならない
ように注意しなくてはならない。また前述した通り
マンガ作品も郷土出身者や名誉市民を主とした郷
土資料の一部であると考えられる点にも考慮しな
がら選書に努めるべきである。 
 
６． まとめ 
公立図書館でマンガを専門的に収集し、提供す
る図書館が設立されたり、資料としてマンガを収
集すると収集方針に明記する図書館がある一方、
マンガ・コミックは収集対象外とすると収集を拒
絶する図書館もある。また選書基準はある程度評
価が安定しているものとされる場合もある。 
楠本は「利用者の要望を優先するマンガ以外の
図書の選択方法とは違い、「社会的に一定の評価が
定まっているもの」とか「内容の完成度が高いも
の」というような基準を優先して選択しているた
めではないか」と他の資料群よりもより縛りの強
い選書基準である点、マンガの選書基準が利用者
目線ではない点を指摘している49。今後より一層
マンガの選書が行える司書の養成と力量が問われ
るのではなかろうか。 
マンガを収集対象外資料とみなすこと自体が、
また選書行為が図書館司書による検閲にもなりか
ねない。なぜ中身も確認せず収集対象外となるの
か利用者に説明する義務があるのではなかろうか。 
また、表1・2から明らかなように、マンガを一
般資料と同等に扱っているのは広島県立図書館等
少数に限られている。公立図書館に所蔵されてい
るものの、現在のマンガの置かれている立場は、
否定的ながらも「良書」であればという1970年代
の図書館員の考え方と根本的に変わっていない都
道府県立及び政令指定都市立図書館が存在してい
るのが現状である。 
尚、付則であるが、調査対象図書館のマンガ所
蔵冊数を調査しようと試みたが、OPACにより検索
基準が異なる、NDC７版では、923.5等の分類番号
9
 を採用していたが、現在では726.1の分類番号を
付与していたり、8 版採用時には 726.1 であった
ものが9版では726.101に変更されていたり、所
在記号の付与の仕方に違いがあったりと、OPACか
らでは、マンガの正式な蔵書冊数を調べることは
困難であり、今回は調査対象外とした。また、公
立図書館がどのようなマンガを収集してきたかに
ついては次回以降の課題としたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 都道府県立図書館資料収集方針とマンガに対する記載 
 
  収集方針 Web 公開 図書館 HP 内にあるか マンガに対する記載 
北海道 ○ ○ 
支援活動用資料選定基準 児童書：コミック
及び文庫については、内容を検討し、単行
本として販売されていないものを収集する。
マンガ：(1) マンガを単に表現の手段として
いるものは、各主題の選択基準により選択
する。 
(2) コミックは内容を検討して収集する。    
 
一般資料選定基準 収集対象外資料：コミッ
ク 
青森県 × ×   
岩手県 ○ ○ 
コミックについては選定の対象外とすると明
記。（ただし郷土資料は除く） 
宮城県 ○ △要覧に記載 × 
秋田県 × ×   
山形県 × ×   
福島県 ○ △要覧に記載 × 
茨城県 ○ ○ 
漫画は歴史的価値の定まっているもの及び
受賞作品，並びに漫画でしか表現できない
貴重な表現価値が認められるものに重点を
おいて精選する。 
栃木県 × ×   
群馬県 ○ ○ × 
埼玉県 ○ ○ × 
千葉県 ○ ○ × 
東京都 ○ ○ × 
神奈川県 ○ ○ × 
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 新潟県 ○ ○ 
漫画・コミックについては、著名な作家や評
価がある程度定まった作品に関するものは
厳選して収集する。 
富山県 ○ ○ 
(1) 絵本、挿絵、マンガの研究書は収集す
る。 
(2) マンガ作品は選択して収集する。 
石川県 × ×   
福井県 × × 
漫画を置いてくださいというご意見箱紹介の
中の説明。 
当館では、資料の収集方針を定めており、ま
ず、文字・活字からイメージをふくらませてい
ただける内容のものをご提供したいと考えて
おります。 活字文化と異なる文化を形成し
ている漫画については、文字・活字中心の
資料でよいものがなかった場合、次の段階と
して厳選して収集することとしており、 皆様
に広範囲の資料をご提供するためには、収
集に優先順位をつけざるを得ません。 
こうしたことから、当館では、文字・活字の図
書資料を中心に収集しておりますのでご理
解賜りますようお願いします。 
山梨県 ○ △要覧に簡単に記載 × 
長野県 ○ ○ 
漫画については、評価の定着したもの及び
主題、内容等を厳選して収集する。 
岐阜県 ○ △要覧に記載 × 
静岡県 ○ ○ × 
愛知県 ○ ○ 
漫画は受賞作などを中心に、社会的評価の
高い作品を厳選して収集する。 
三重県 ○ ○ 
学習参考書、各種試験問題集漫画本及び
形態上利用保存に適さないものは原則収集
しない。収集する場合は厳選する。 
滋賀県 ○ ○ 
漫画については、原則として蔵書対象としな
い。 
京都府 
○京都府広報の中に
あり 
× × 
大阪府 ○ ○ × 
兵庫県 × ×   
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 奈良県 × ×   
和歌山県 × ×   
鳥取県 ○ ○ × 
島根県 × × 郷土資料寄贈依頼にマンガを含む旨明記。
岡山県 ○ ○ 
漫画本は、原則として収集しない。但し、そ
の内容が独自で充実したもの、古典的評価
を得ているもの、岡山県に関するものは収集
する。 
広島県 ○ ○ × 
山口県 × ×   
徳島県 ○ △年報に記載 
資料収集委員会で検討するものの中に漫画
及び漫画に類似したものと記載されている。
香川県 × ×   
愛媛県 × ×   
高知県 × ×   
福岡県 × ×   
佐賀県 ○ ○ × 
長崎県 × ×   
熊本県 ○ ○ 
ヤング・アダルト向けに教育機関及び社会
教育団体が推薦する作品（漫画を含む。）を
収集する。 
大分県 ○抜粋のみ ○抜粋のみ × 
宮崎県 ○ ○ 
収集方針にマンガの記載は無い。ただし、
寄贈関係では、県立図書館の資料として不
適当なもの 
ア 低俗、不健全なもの 
イ 娯楽漫画（ただし、歴史物等の漫画版等
は考慮する。） 
ウ 著しく高度な内容の学術書及び専門書 
エ 学習参考書 と記載。 
鹿児島県 × ×   
沖縄県 ○ ○ × 
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 表 2 政令指定都市立図書館資料収集方針とマンガに対する記載 
 
  
収集方針
Web 公開 
図書館 HP
内にあるか 
マンガに対する記載 
札幌市 
×札幌市図
書館条例施
行規則に収
集対象となる
資料につい
て簡単に記
述している。 
×   
仙台市 × ×   
さいたま市 × ×   
千葉市 × ×   
横浜市 ○ ○ 漫画作品は作家、作品の社会的評価に留意する。 
川崎市 ○ ○ 
リクエストされた未所蔵資料は、選定基準に基づきできる限り収集す
る。ただし視聴覚資料、学習参考書、問題集、コミックス、著しく高度
な学術書へのリクエストは原則として対応しない。 
相模原市 × ×   
新潟市 ○ ○ 
新潟市出身やゆかりのある作家を中心に，社会的評価の高い作品
を収集する。 
（１）新潟市出身及び新潟市にゆかりのある作家の代表的な作品を
収集する。 
（２）マンガの各賞受賞作品などを中心に，社会的評価の高い作品
を収集する。 
（３）マンガによって著された各分野の作品（歴史，伝記，実用書等）
は，各分野の収集基準により収集する。 
静岡市 ○ 
△年報の中
にあり 
  
浜松市 ○ ○ 
漫画については、漫画全体やその時代の文化を表するような評価
の定まった漫画家についての研究書等の収集に留め、コミック等は
収集しない。 
名古屋市 ○ ×   
京都市 ○ ○ 
第３条 収集する資料の種類は，次に掲げるとおりとする。 
⑴ 図書（一般図書，参考図書，児童図書，外国語図書，マンガ） 
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 大阪市 ○ × × 
堺市 ○ ○ 
漫画はひとつのジャンルとしてとらえ、収集分野に加える。漫画に関
する資料についても留意して収集する。 
神戸市 ○ 
△事業概要
の中にあり 
× 
岡山市 × ×   
広島市 ○ ○ 
まんが図書館は、全国唯一の公立の漫画専門の図書館であり、広
島市の特色の一つである。漫画は、近年学術的な研究も進められ、
大学の学科に加えられる等、社会的評価も定着してきている。 
このため、市民の豊かな感性や創造性の醸成に役立てるとともに、
漫画文化の発展に寄与するため、良質で資料的価値の高い漫画資
料及び漫画研究のための漫画関係資料を体系的に収集する。  
また、まんが図書館あさ閲覧室は、まんが図書館を補完する付属施
設として、学習・教養漫画を含む漫画資料を収集する。 
北九州市 × ×   
福岡市 × ×   
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